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Summary

IsolatesofFWsαγi"'"andMic"dOc〃"加speciesassociatedwiUlFusariumheadblightofwheatandbarley
werecollectedintheeasternpartofJapanexceptHokkaidoh-om2002to2004.Aftertheirsmgle-sporeisolation
followedbythespeciesidentification,theirmycotoxinpl･oductivitywasexaminedonricemediumfor
deoWnivalenol(DON),nivalenol(NIV),'IL2toxinandzearalenone(ZEA).Atotalof390isolateswereclassified
intoEg"""""eαγ""2speciescomplex(94.4%),M"jzﾉaJe(3.8%),Rａ"e"ace""z(1.190,Ee92""(0.3%)andR
spp.(0.8%).NinetyenineRg7tz"""eαγ"加speciescomplexisolatesselectedhom390isolateswereclassified
intoDONchemotype(44.4%)andNIVchemotype(54.5%),andthesechemotypesdifferedingeographic
distl:ibution.Amongthese９９EgWz""zeαγ"”speciescomplexisolates,twoisolatesproducedZEA,andnone
oftheisolatesproduced'IL2toxin.
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布が確認された．北陸地域にＭ〃jひαﾉｅが分布する
要因として，北陸地域で多く栽培されているオオム
ギ穂での本病原菌の感染増殖時期がコムギと比べ冷
涼で，本病原菌の増殖に好適なことや，積雪地帯で
ある北陸地域では本病原菌によるムギ類の紅色雪腐
病が発生し，穂への伝染源となる量が多い⑤ことが
考えられる．
小泉ら⑤は，ムギ類赤かび病菌各菌種の地理的分

布と栽培作物との関係解明の必要性について述べて
おり，今後このことについてさらに検討する必要が
ある．
Egwz"""γ""2種複合体菌株のかび毒産生性に
ついては,定量限界値以上の値を用いDON産生型
とＮⅣ産生型に類別し，地域的な分布様相を検討し
た．その結果,DON産生型菌株の分離割合は東北地
域で最も高く，関東・東山，東海，北陸地域の順に
低くなり,NⅣ産生型菌株はこの逆の傾向を示した
(図１)．この結果は東北から関東・東山地域にか
けてはＮⅣ産生型菌株がほぼ優占し，北陸地域で
は,NⅣ産生型菌株が優占した１９８０～1990年代
の調査結果《､1al９と大きな違いはなかった．
白井ら('４)は，近年，北海道道央地域の赤かび病罹

病コムギから分離したRg7漉刀z〃eαγ"沈種複合体菌
株の毒素産生型について調査し,DON産生型菌株
が９７菌株中９６菌株であり，道央地域ではDON産
生型が優占することを報告している．
以上から，北海道を含む東日本地域ではDON産

生型菌株が北に行くほど優占し,NⅣ産生型は西に
行くほど優占する傾向があることがわかった.なお，
この赤かび病菌のかび毒産生性の地域性が生じる原
因については，今後の検討課題として残されている．
西日本では,Egwz"2"eαγ""2種複合体のＮⅣ産

生型菌株が多く分布していることが報告されている
(9).本調査でも北海道を除く東日本でもＮⅣ産牛姻
菌株が広範囲に分布していることが確かめられた．
今後は，中島・吉田⑨が指摘しているようにＮⅣ産
生型菌株の分布も重視する必要がある．

また,Rgｿてz""eαγ"沈種複合体菌株の各かび毒
産生型の分離罹病標本の麦種については,DON産
生型でオオムギからの分離菌株数が少なかった（表
２)．これは，オオムギからの分離菌株数がコムギ
からの分離菌株数に比べ少なく（１８菌株)，オオム
ギからの分離菌株の半数が北陸地域からであったこ
とから,NⅣ産生型菌株が多くなり,DON産生型
菌株が少なくなったと考えられる．このことから本
報告では,Rg７ｔz""ze"7･""種複合体菌株のかび毒
産生型と分離麦種との関連性は結論づけられないと
考える．中島佃は，玄米のかび毒汚染調査から，イ
ネではDONよりもＮⅣの汚染頻度が高いことを
報告し,NⅣ産生型Rgｿｔz""2eαγ""､極複合体によ
る関与を示唆している．以上のことから,R
g7ZZ"""e"""W種複合体菌株のかび毒産生型と分離
作物種および分離麦種との関係を解明することも今
後の検討課題である
本調査で分析されたE97画"""2αγ"沈種複合体の
かび毒産生量は,西日本から分離された菌株（中島・
吉田⑨）のものと比較し低い結果となった．しかし，
本調査の分析では，中島・吉田⑨が分析した菌株と
共通の菌株を使用していない．このため，東日本の
菌株のかび毒産生能力が，西日本の菌株に比べ劣る
可能性は肯定も否定もできない．今後，日本全地域
から得られたEgwz""eα'呪"2種複合体の分離菌株
および対照菌株を用い，かび毒産生能を，同一条
件で定量的に比較し，上記の可能性を明確にする必
要がある．
以上，本報告では東日本におけるムギ類赤かび
病に関与すると考えられる菌種とそれらのかび毒産
生型の分布について論じた．ムギ類赤かび病菌の菌
種とそのかび毒産生性およびそれらの地理的分布に
関する情報は，ムギ類赤かび病の発生とそれによる
かび毒の汚染を効率的に抑制するために欠くことが
できない．このため，今後も本報告のような調査は
定期的に継統して行う必要がある．

摘 要

東日本（東北・関東・東山・東海・北陸地域）のム
ギ類赤かび病罹病穂から分離したI珈sα"""および
A"ｂ”伽C""沈属菌の菌種と米培地でのかび毒産生件

を調査した．得られた分離390菌株は，
種複合体が優占（94.4%）し,残りは〃
α"e"α"""(1.0%),Re9"だe"(0.3%),

Egwz""eαγ""、

"んα〃(3.5%),R
種名未同定の
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型菌株は54.5%を占め，北陸(100%)が最も高く，東
海（77.8%)，関東・東山（46.2%)，東北（41.3%）の順
に低くなり，両型の菌株の分布に地域差が見られた．
ZEA産生菌株は２菌株で'T-2トキシン産生菌株は認
められなかった．

F〃sα戒"wspp(0.8%)であった．かび毒産生調査に供
試したEgｿｔz""ze"〃"2種複合体99菌株のうちDON産
生型菌株は44.4%を占め，各地域での本菌株の割合は
東北（58.7%）が最も高く，関東・東山(50.0%),東海
(22.2%)，北陸（０%）の順に低下した.一方,MⅥ菫生
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